
































校を設置することを先行するよう要請があり，1959 年 4 月札幌市の南郊に女子高校として開校され
た．入学定員は普通科 5 間口 250 名であったが，その設立の経緯からして公立高校の補完的役割を担っ
ていたといえる．
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　1966 年，創立者念願の食物科を増設し普通科と食物科の 2 学科体制となった．食物科は厚生省の
認定校として卒業と同時に調理師の資格が取得できることとなり，社会に役立つ人材を育成するとい
う学園の実学の伝統を引き継ぐものであった．食物・調理・栄養・衛生関係の専門科目と一般教養科
目の均衡に配意し，人間性の陶冶を一方の柱とした．入学定員は普通科 5 間口 250 名に食物科 1 間
口 50 名が加わり，学年定員総数 300 名となった．











　「キャリプログラム選択制」の取組から卒業生を出した 2011 年から 2013 年の 3 年間の卒業生の現
実の進路動向を見ると，卒業生総数 354 名中，大学進学 95 名（26.8％），短大進学 11 名（3.1％），
専修学校進学 124 名（35.0％），各種学校進学 2 名（0.6％），就職 70 名（19.7％），浪人等 51 名（14.4％）
となっており，現時点では進路多様校の範疇を出てはいない．
３．総論としての「キャリア教育」研究（先行研究Ⅰ）





































































































































ア . 高校生のうちは勉強すべきだから・・・・・ ④（17） ─ ③（49） ─ ②（11） ─ ①（4）
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イ . つきたい仕事のために必要だから・・・・・ ④（35） ─ ③（35） ─ ②（8） ─ ①（3）
ウ . 新しいことを知ることが楽しいから・・・・ ④（8） ─ ③（27） ─ ②（38） ─ ①（8）











ア . 学習活動が充実している・・・・・・・・・ ④（5） ─ ③（44） ─ ②（26） ─ ①（6）
イ . プログラム学習実習が充実している・・・・ ④（9） ─ ③（34） ─ ②（22） ─ ①（16）
ウ . 実習の経験が学習意欲につながる・・・・・ ④（12） ─ ③（36） ─ ②（24） ─ ①（9）
エ . 友人関係が充実している・・・・・・・・・ ④（27） ─ ③（44） ─ ②（9） ─ ①（1）
オ . 現在の生活は幸福であると思う・・・・・・ ④（21） ─ ③（48） ─ ②（11） ─ ①（1）
問 4　あなたはふだん，授業時間以外にどれくらい勉強しますか．あてはまる番号にそれぞれ 1 つだ
け○印をつけてください．
1．ほとんど毎日する（週に 6 〜 7 日）（7）　2．週に半分以上はする（週に 4 〜 5 日）（15）














ア . なるにはガイダンス・進路学習 day・・・・ ④（9） ─ ③（48） ─ ②（20） ─ ①（4）
イ . 校外の職場体験や実習・・・・・・・・・・ ④（27） ─ ③（39） ─ ②（11） ─ ①（4）
ウ . 総合的学習の時間の職業知識や技能・・・・ ④（8） ─ ③（42） ─ ②（20） ─ ①（11）
エ . ユニット講習・専門体育・専門実習・・・・ ④（10） ─ ③（37） ─ ②（26） ─ ①（8）

















ア . 社会で実際に役立つ基礎力をつけてほしい・・ ④（42） ─ ③（33） ─ ②（5） ─ ①（1）
イ . 職業体験など実践的な活動を多くしてほしい・ ④（50） ─ ③（26） ─ ②（5） ─ ①（0）
ウ . 受験に関わりなく職業知識をつけてほしい・・ ④（23） ─ ③（42） ─ ②（14） ─ ①（2）
エ . 将来の就職を意識した進学指導をしてほしい・ ④（40） ─ ③（31） ─ ②（8） ─ ①（2）

































ア . 国際化に適応できる能力をもつべきだ・・・・ ④（19） ─ ③（51） ─ ②（9） ─ ①（2）
イ . 社会の情報に敏感に反応することが大事だ・・ ④（20） ─ ③（51） ─ ②（9） ─ ①（1）
ウ . 変化する労働や雇用の状況を把握すべきだ・・ ④（20） ─ ③（53） ─ ②（7） ─ ①（1）
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エ . 価値観の変化に柔軟に対応するべきだ・・・・ ④（19） ─ ③（51） ─ ②（10） ─ ①（1）











ア . 生きがいのある人生を送ること・・・・・・ ④（55） ─ ③（24） ─ ②（1） ─ ①（1）
イ . 社会的に評価の高い仕事をすること・・・・ ④（7） ─ ③（39） ─ ②（32） ─ ①（3）
ウ . 周囲の人と共に充実した人生を送ること・・ ④（41） ─ ③（37） ─ ②（3） ─ ①（0）
エ . 人生の歴史を語れるような生き方をする・・ ④（6） ─ ③（26） ─ ②（43） ─ ①（6）











ア . 社会に参画し貢献する生活をしたい・・・ ④（20） ─ ③（47） ─ ②（12） ─ ①（2）
イ . 世界をフィールドに活躍したい・・・・・ ④（6） ─ ③（19） ─ ②（44） ─ ①（12）
ウ . 地元で仕事や生活をしたい・・・・・・・ ④（21） ─ ③（30） ─ ②（25） ─ ①（5）











ア . 自分のことは自分で決定する・・・・・・ ④（42） ─ ③（38） ─ ②（1） ─ ①（0）
イ . 何でも自分から進んで実行する・・・・・ ④（36） ─ ③（39） ─ ②（6） ─ ①（0）
ウ . 自分が納得できる生き方をする・・・・・ ④（57） ─ ③（21） ─ ②（3） ─ ①（0）











ア . 何よりも経済的に自立すること・・・・・・ ④（33） ─ ③（47） ─ ②（1） ─ ①（0）
イ . 精神的に立派な大人になること・・・・・・ ④（42） ─ ③（29） ─ ②（0） ─ ①（0）
ウ . 自分の責任をきちんと果たすこと・・・・・ ④（62） ─ ③（18） ─ ②（1） ─ ①（0）






















































きる生き方をする」が 57 人（70.3％），「まあ重要」が 21 人（25.9％），合算で 78 人（96.2％）．②「常
に自分自身の向上を目指す」が 45 人（55.5％），「まあ重要」が 30 人（37.0％），合算で 75 人（95.0％）．
③「自分のことは自分で決定する」が 42 人（51.8％），「まあ重要」が 38 人（46.9％），合算で 80 人















あ重要」が 19 人（23.5％），合算で 81 人（100％）．全員が「目の前の小さな幸せを大切にする」と
回答している．
　これは②「社会的に評価の高い仕事をすること」とは極めて極端な対比を示す．「とても重要」が
7 人（8.6％），「まあ重要」が 39 人（48.1％），「あまり重要でない」が 32 人（39.55％），「まったく



























回 実力判定 4 月 実力判定 6 月 実力判定 9 月 実力判定 1 月
科目 英数国 英数国 英数国 英数国
高校 1 年次（平成 23 年度） 47.8 50.1 50.5 49.6
高校 2 年次（平成 24 年度） 50.1 51.3 49.9 51.6
高校 3 年次（平成 25 年度） 51.2 53.7 51.3





























A Study of the Practice and the Effect of Career Education in High School
NAKAMURA Itaru
Abstract: The three hypotheses stated at the beginning of the present study were proven to be true. They 
were: 1) career education which is deeply rooted in a flexible specialty is a principle which enhances students’ 
career consciousness and raise their motivation in learning, which in turn leads to a higher proportion of high 
school students who think such education enriches their relationships with their peers; 2) introducing a career 
programme choice system at the time of entry to high schools leads to a higher proportion of students with life 
models; 3) high school students tend to take their independence lightly and thus tend to limit their feelings of 
happiness to happiness found in everyday life.
